
新宿NPO協働推進センター 広報誌

NPO POP NEWS！ 社会貢献活動に関連したポップな話題をお伝えします。

えぬぽっぷん

1

助成金は社会貢献活動を行うために必要な活動資金の一つです。今号では、4月25日(日)に開催した「助成金

獲得講座」の内容と、現在募集している助成金の情報をご紹介します。
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◆助成金獲得講座～申請書作成のポイントを教えます～

武藤氏
（公益財団法人

トヨタ財団）

武藤 良太（むとう りょうた）氏：公益財団法人 トヨタ財団 プログラムオフィサー 国内助成グループ担当

NPOの資金源は、会費・寄付金、助成金・補助金、自主事業、行政・企業から
の委託事業など、主に4つに分類されます。最近は融資などを利用する場合もあ
り、財源の多様化が進んでいます。NPOの財源構成は以上の4つの財源をバラン
ス良く組み合わせることが好ましいと言われています。しかし、各団体の組織や
活動の形態によって財源構成も変わるため、自団体に合わせたバランスを考える
必要があります。

NPOの資金源の中でも、助成金は変動性が大きく、時限付きの財源です。その
ため、助成が終了した後のことも見通す必要があります。助成金を効率的に活用
しやすいのは、事業のターニングポイントです。例えば、新しい取り組みを始め
る時や、これまで継続してきたプロジェクトを総括し評価を行う時などです。

助成金の実施機関は、民間の助成財団、行政や自治体、また企業の社会貢献プ
ログラムなど様々です。各助成プログラムによって、対象となる範囲、分野、団
体、種目などの内容に様々な基準や条件があります。助成をする側もプログラム
や助成を通じて、どのような社会になっていって欲しいかという思いがあるので、
応募する際はその思いを読み取り、自分たちの活動と合っているか見極めること
が重要です。

近年の助成プログラムは、短期的な成果、課題解決のわかりやすさ、成果をは
かる為の指標は何かなどの評価を重要視する傾向にあります。

助成金を申請する際のポイントは5つあります。
①助成プログラムの募集・応募要項をきちんと確認し、テーマやミッションが自
団体の活動や事業、ビジョンに合っているか検討すること。

②設定されたテーマや内容に対して、どのような問題意識で、どのように取り組
み、どのように実現し結果を出すのか、明確にまとめること。

③専門用語や関係者間での共通言語や表現などを多用せず、一般的な表現で、誰
でもわかりやすいようにまとめること。

④どのような問題意識を持っていて何を変えたいのか、熱い想いが伝わるような
文言も組み込みつつ、実施内容はテーマに合った内容で、企画書全体のバラン
スを整えること。

⑤その他応募要件に合っていること。

助成機関や助成財団によっては、単なる金銭面での支援だけでなく、寄付や会
費の仕組みづくりや、専門性のある人材によるアドバイスなど、伴走的な非資金
支援の取り組みも行っています。助成対象になった場合は、このような支援を活
かすために、助成機関や助成財団などと活発にコミュニケーションをとり、良い
関係を保つことが大切です。

講座の様子



太陽生命厚生財団 2021年社会福祉助成事業（在宅高齢者・障がい者）

電話・FAX：03-6674-1217 WEB：http://www.taiyolife-zaidan.or.jp/

国立青少年教育振興機構 子どもゆめ基金第2次募集（子ども・教育）

電話：0120-579-081 WEB：https://yumekikin.niye.go.jp     Email：yume@niye.go.jp

国際交流基金 アジア・市民交流助成 （国際協力・国際交流）

電話：03-5369-6025 Email : jfac-grant-pp@jpf.go.jp   WEB：https://www.jpf.go.jp/j/program/ac.html

アーツカウンシル東京 スタートアップ助成

電話：03-6256-8431 WEB: https://www.artscouncil-tokyo.jp/ja/what-we-do/support/grants/

2

トヨタ財団 国内助成プログラム

WEB：https://www.toyotafound.or.jp/community/2021/ Email：gp4ca@toyotafound.or.jp

◆助成対象事業

日本及びASEAN10か国の人々が主体となって実施させる、国

境を超えた人の移動を伴わない共同事業。日本からの参加であ

れば、多国間の交流事業も可能。

◆助成対象団体

日本に活動拠点をおく団体で、事業を計画に従い遂行する組織

体制を有していること。申請団体名義の国内銀行口座を有して

いる、もしくは開設できることなど。

◆対象期間

2021年5月1日～11月30日

国内旅費、謝金、会場・機材使用料、広報費・資料作成費、

運営管理費

◆申請方法、受付期間

Eメール 2021年4月1日(木)～9月15日(水)

◆助成金額、助成対象項目

1件あたり200万円未満

◆助成対象事業

子どもの健全な育成を図ることを目的にし、子どもを対象とする

体験活動や読書活動と、その活動を支援する普及活動と指導

者育成活動など。

◆助成対象団体

団体自らが主催し活動する団体…公益社団法人、特定非営利

活動法人などの法人格を有する団体、また、法人格を有しない

が活動を実施するための体制が整っている団体など。

◆対象期間

2021年4月1日以降に開始し2022年3月31日までに終了するもの
◆助成金額、助成対象項目

1活動あたり全国規模の活動は300万円、都道府県規模の活動は

100万円、市区町村規模の活動は50万を標準額（目安）とする。

活動を実施するために真に必要な経費（謝金・旅費など）

◆申請方法、受付期間

郵送申請 2021年6月15日(火) 電子申請 2021年6月29日（火）

◆助成対象事業

①事業助成…在宅高齢者または在宅障がい者等の生活の支

援・向上に資する事業、地域共生の仕組みづくり事業など。

②調査研究助成…高齢者保健・医療、生活習慣病に関する

研究、高齢者福祉に関する調査や研究。
◆助成対象団体

①地域福祉活動を目的とするボランティアグループ及びNPO

②非営利の民間団体等及び個人

◆対象期間

①2022年3月末日までに完了するもの

②2022年12月末日までに完了するもの
◆助成金額、助成対象項目

①1件10～50万円 合計1,800万円

②1件30～50万円 合計 300万円
◆申請方法、受付期間

郵送 2021年6月末日必着

対象事業にかかる費用

◆申請受付期間

2021年4月21日(水)～6月11日(金)15:00

◆助成対象プロジェクト

A)日本社会における社会サービスの創出や人材の育成

B)地域社会を支える共創によるプラットフォームの創出や整備

◆助成期間

A) 2021年10月1日～2024年9月30日 (3年間)

B) 2021年10月1日～2023年9月30日 (2年間)
◆助成金額

A) 1,000～2,000万円/件

B) 上限600万円/件

◆助成対象団体

プロジェクトの実現性や実効性の観点から➀～③を満たす団体

①多様な人材や組織の参画と開かれた実施体制であること

② 企画や調査フェーズにおける取り組みの実績を有すること

③ 団体の組織体制や財政規模、事業実績などが確認できること

◆対象となる事業

1) 都内での芸術活動

2) 国際的な芸術交流活動

◆申請受付期間

2021年5月6日(木)～5月31日(月)消印有効

◆対象事業実施期間

2021年9月1日以降に開始し、2022年5月31日までに終了する事業

◆申請上限額

団体： 100万円 個人： 30万円

かつ、助成対象経費の範囲内

◆対象となる申請者

東京を拠点に芸術活動を行い、東京の芸術シーンの次代を

担うことが期待される個人、または、新進の団体

◆対象となる芸術分野

音楽、演劇、舞踊、美術、映像、伝統芸能

※掲載した情報は、各団体のHP等から抜粋したものです。
詳細につきましては、各団体にお問合せください。
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新宿区民活動支援サイト“キラミラネット”をご利用ください

新宿区を拠点に行われている地域活動や社会貢献活動、

趣味、サークル活動など、身近な地域活動の情報を一堂に集

め、発信するWEBサイトです。現在、WEB会員を募集していま

す。（登録料は無料です）

URL：http://shinjuku.genki365.net/

問合せ：新宿区地域振興部

地域コミュニティ課

【電話】 03-5273-3872

【FAX】 03-3209-7455

＜イベント情報/ボランティア募集など＞

◆対象期間：2021年6月25日(金)～７月31日(土）

◆募集締切：2021年6月5日(土）

◆対象団体：当センター登録団体、一般利用団体

◆掲載件数：最大5件（1団体1件まで掲載できます。応

募が多い場合は、当センターまたは新宿区内のイベン

ト・登録団体のイベントを優先させていただきます。）

◆申込方法：タイトル、日時、場所、参加費、問合せ先

を、新宿NPO協働推進センターまで、FAX又はメールに

てご連絡ください。

✤ちょっと気になるNPO団体を紹介します✤

問合せ：新宿NPOネットワーク協議会
【電 話】03-5206-6527 
【Email】hiroba@s-nponet.net

イベント情報は各団体のHP等に掲載されているものを紹介しています。コロナ禍のためイベントが延期や中止になるこ
とも考えられますので、詳細については各団体にお問い合わせください。

《 一般社団法人 Sport For Smile 》
“スポーツは人の心をつなぎ「世界を変える」”

Sport For Smileは、スポーツを活用した社会変革を推進する日本初のプラットフォームです。ス
ポーツ社会変革の分野の世界トップレベルの組織や機関と連携し、夢や希望を与えるだけでなく、「世
界を変える」スポーツの力を紹介するとともに、スポーツに“手の届かない”方々にスポーツをする機会
を届けます。

♪当センターで行われる「第143回市民とNPOの交流サロン」にご登壇いただきます♪
開催日時：2021年 6月 10日（木）18時45分～20時45分 ※是非ご参加ください。

参加方法：オンライン（詳細はhttps://snponet.net
語り手：一般社団法人 Sport For Smile
参加費：無料

ことも哲学・おとな哲学 アーダコーダ

「哲学プラクティスあれこれゆるゆるトーク」
日 時：2021年5月25日(火) 20:00～21:30

参加方法：オンライン（Zoom）

定 員：15名

参加費：1,500円

テーマ ：哲学対話のルールについて考えよう！

申 込：https://ardacoda11.peatix.com

申込締切：開催前日18:00

問合せ・こども哲学・おとな哲学アーダコーダ

【Email】 info@ardacoda.com

国境なき医師団

「オンライン講演会」
日 時：202１年5月27日（木） 19:00～20:00

場 所：オンライン（Vimeo) 参加費：無料

内 容：知られざる苦難

生きるために南アフリカを目指す人びと～ジンバブエから生中継～

申 込：

https://www.msf.or.jp/information/detail/event20210527.html

申込締切：2021年5月27日（木）12:00

問合せ：国境なき医師団

【Email】 event@tokyo.msf.org

いのちの電話（東京）

「東京いのちの電話開局50周年記念

チャリティー公演」
日 時：2021年6月5日（土） 開場：13:30 開演14:00

場 所：銀座ブロッサム中央会館

（中央区銀座2-15-6)

参加費：2,500円（いのちの電話に全額寄付）

申 込：チケットぴあ

【TEL】 0570-02-9999 (Pコード646045）

問合せ：いのちの電話

【TEL】 03-3263-5794

まちぽっと ソーシャル・ジャスティス基金

「SJFアドボカシーカフェ第70回」
日 時：2021年6月19日（土） 13:30～16:00

参加方法：オンライン（Zoom）

参加費：無料 定 員：50名

内 容：地域から問う持続可能な社会経済のあり方

～リニア新幹線の開発事業をめぐって～

申 込：httpｓ://socialjustice.jp/20210619.html

完全事前登録制 申込締切6月17日(木)

問合せ：まちぽっと ソーシャル・ジャスティス基金（SJF)

【Email】 info@socialjustice.jp  【HP】 http://socialjustice.jp/
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【NPOのための法務講座】

～知らなかったは通りません！NPOの守るべき法律～

【日 時】6月 22日（火） 18:45～20:45

【内 容】NPO法人を設立・運営していくための基本的な法律であるNPO法のポイントを確認すると

ともに、活動を行う上で知っておくべき法律について学びます。NPOが直面する法務トラブルの事例

や対応もご紹介します。

◆NPO法 ◆各種サービスに適用される法規制◆契約締結上の留意点◆運営上のトラブル対応など

【講 師】瀧口徹 氏（BLP-Network 副代表 弁護士）

【参加費】1,000円

【労務管理講座】

～NPOのための 最新！労務管理講座～

【日 時】6月3日（木）18:45～20:45

【内 容】労務管理に関わる労働法令や、社会保険・

労働保険などの公的保険についての知識を習得し、

NPOで働く人の労働契約について、また、労務

管理をどのように進めていったらよいか学びます。

◆労務に関わる労働法の種類 ◆労使協定

◆労務管理上でのボランティアの捉え方 など

【講 師】後藤勝氏

（特定社会保険労務士/第一種衛生管理者）

【参加費】1,000円

【個人情報管理講座】

～情報が漏れるその前に～

【日 時】6月 15日（火） 18:45～20:45

【内 容】情報の伝達・拡散が容易になった反面、

個人情報の漏えいという危険とも隣合わせです。事

業者として社会的責任・義務を果たすために、適切

な管理・運営について学びます。

◆個人情報保護のしくみ◆個人情報の安全管理

◆個人情報の取り扱いの基本原則 など

【講 師】三木由希子 氏

（NPO法人情報公開クリアリングハウス理事長）

【参加費】1,000円

※オンライン受講もあります。詳細はホームページでご確認ください。
★会場はいずれも501会議室 ★会場参加定員はいずれも20名
★参加ご希望の方は、電話、FAX、メールにて、下記お問い合わせ先へご連絡ください。
★新型コロナウイルス感染拡大防止のため、講座・イベントを延期又は中止する場合がございます。
最新情報等につきましては、当センターＨＰをご参照ください。【URL：https://snponet.net/】


